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平成 29年度実施方針 

環境部 

 

１．件名 

（大項目）アジア省エネルギー型資源循環制度導入実証事業 

 

２．根拠法 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第 15条第 3号、第 4号及び第

9号 

 

３．背景及び目的 

我が国における天然資源の消費抑制や循環型社会の形成を目指した第三次循環型社会形

成推進基本計画(平成 25年 5月)において、使用済製品からの有用金属の回収と水平リサイ

クル等の高度なリサイクルの推進が基本的方向として示されており、量だけではなく質に

も着目した循環型社会の形成に向けて、引き続き我が国におけるリサイクルの取組を進め

ることが示されている。加えて地球規模での循環型社会の形成や循環資源の輸出入の円滑

化など、国際的取組を推進することが示されている。また、インフラシステム輸出戦略(平

成 25 年 5 月)において、リサイクル分野はインフラシステム輸出の主要分野として位置づ

けられており、日本のリサイクル産業の更なる海外展開が期待されている。 

このような方針の下、ASEANをはじめとするアジア地域の新興国に対し、資源循環にかか

る制度構築を支援することは、当該国の持続的発展のみならず、省資源・省エネルギー化等

の推進、適正な資源循環の実現、我が国の技術システムの海外展開等の観点から、我が国に

とっても大きなメリットがある。 

一方、新興国においては、都市部の非効率な資源の利用、大気汚染や廃棄物の増加など、

既に過大な環境負荷がかかっているが、我が国の公害問題のように大規模な健康被害等の

社会問題が本格化しない限り、政策的な対応は後手に回りがちである。 

そこで、相手国側に適切な制度の構築を促していくためには、過去、我が国が実施してき

た政策ツールや技術システムの導入など環境負荷を低減させてきたノウハウを提供し、デ

モンストレーション効果を有する取組と、その有効性の可視化を、相手国側と一緒になって

進めていくことが求められている。そのため、相手国側との政策対話や実現可能性調査（FS）

等を踏まえた、制度導入のための実証事業を相手国側において実施する。 

同時に国内でも、鉱床の低品位化や新興国需要の拡大等による需給逼迫にも対応できる

よう、動脈産業側と静脈産業側が一体となった高度な資源循環システムの構築を目指して、

将来的にはアジア地域への展開も視野に入れた、資源リサイクルの効率化・高度化を図る研

究実証事業を行う。これらの取組により、リサイクルプロセスにおける規格・認証スキーム

のあり方や廃棄物の回収網のあり方が再検討され、動脈・静脈のバリューチェーン全体が高
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度化することが期待される。 

以上を踏まえ、以下の(ⅰ)海外実証及び(ⅱ)国内研究実証を実施する。なお、必要に応じ

関連する技術及び政策に関する動向等について調査を行う。 

[委託事業] 

(ⅰ)海外実証 

政策対話、実現可能性調査等を踏まえ、制度、技術・システムが一体となった

実証をアジア地域の相手国側において実施する。 

[助成事業(助成率：2/3以内)] 

(ⅱ)国内研究実証 

動静脈の連携による資源リサイクルの効率化・高度化を図る研究実証を日本国

内において実施する。また、必要に応じて動静脈連携の実現に向けた共通的社会

基盤等についての調査を実施する。 

 

４．実施内容及び進捗(達成)状況 

以下の(ⅰ)海外実証及び(ⅱ)国内研究実証を実施する。プロジェクトマネージャーに

NEDO環境部 主任研究員 阿部正道、同 主査 村松猛、同 主査 宮代一利、同 主任 半沢

弘毅を任命して、事業全体の企画・管理を行うとともに、そのプロジェクトに求められ

る技術的成果及び政策的効果を最大化させた。 

(ⅰ)海外実証 

平成 28年度に公募を実施し、以下を採択した。 

(ⅰ-1) 実現可能性調査 

(a)バングラデシュ国ダッカ市における廃電子機器等の適正処理・金属再資源化

実証事業 

(b)籾殻焼却灰（シリカ等）の資源循環システムの実証事業 

(ⅱ)国内研究実証 

平成 28年度に公募を実施し、以下を採択した。 

(a)動・静脈プレイヤー間のネットワーク化による高効率リサイクル技術の開発 

(b)「動静脈一体車両リサイクルシステム」の実現による省エネ実証事業 

(c)情報管理システムを活用したユーザーからの未回収金属（MISSING METALS）

再資源化システムの構築実証事業 

(d)IoT 家電の安全回収を見据えたネット通販利用者向け廃家電回収システム

の構築と実証 

 

４．１ 平成 28年度(委託)事業内容 

(ⅰ)海外実証 

(ⅰ-1) 実現可能性調査 
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(a)バングラデシュ国ダッカ市における廃電子機器等の適正処理・金属再資源化

実証事業 

 廃電子機器からの鉄・非鉄の分離濃縮技術と廃棄物の適正処理推進制度を

導入し、金属資源循環システムをダッカ市で構築するための調査に着手した。 

(b)籾殻焼却灰（シリカ等）の資源循環システムの実証事業 

 シリカを大量に含む焼却灰について、沈降シリカ精製技術の活用、品質規

格制度の構築により、機能性セメントの混和材等への利用による資源循環シ

ステムを確立するための調査に着手した。 

 

４．２ 平成 28年度(助成)事業内容 

(ⅱ)国内研究実証 

(a)動・静脈プレイヤー間のネットワーク化による高効率リサイクル技術の開発 

 使用済み家電のリサイクルおいて、廃製品の品番読み取りシステムや構成

材料データベースの作成に着手した。 

(b)「動静脈一体車両リサイクルシステム」の実現による省エネ実証事業 

 鉄道車両を構成するアルミ合金の水平リサイクルを目指し、破砕技術や

LIBSソーティング技術の開発に着手した。 

※LIBS: Laser-Induced Breakdown Spectroscopy(レーザー誘起プラズマ分光分析) 

(c)情報管理システムを活用したユーザーからの未回収金属（MISSING METALS）

再資源化システムの構築実証事業 

 橋梁の塗料くずから亜鉛、鉛を高効率で回収するシステムの開発を目指し、

塗膜くずの発生実態やその性状・成分の調査、バーコード付専用容器の開発

等に着手した。 

(d)IoT家電の安全回収を見据えたネット通販利用者向け廃家電回収システムの

構築と実証 

 インターネット通販利用者向けの、使用済み大型家電・小型家電の一体型

ワンストップ回収モデルシステムの構築を目指し、宅配便・引っ越し便等と

連携した物流体制の構築や消費者の回収ニーズの把握等に着手した。 

 

４．３ 実績推移 

 平成 28年度 

委託 助成 

実績額推移 需給勘定(百万円) 57 86 

特許出願件数(件) 0  

論文発表数(報) 0  

フォーラム等(件) 0 1 
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５. 事業内容 

以下の(ⅰ)海外実証及び(ⅱ)国内研究実証を実施する。プロジェクトマネージャーに

NEDO環境部 主任研究員 阿部正道、同 主査 村松猛、同 主査 宮代一利、同 主任 半沢

弘毅を任命して、事業全体の企画・管理を行うとともに、そのプロジェクトに求められ

る技術的成果及び政策的効果を最大化させる。なお、必要に応じ関連する技術及び政策

に関する動向等について調査を行う。 

 

５．１ 平成 29年度(委託)事業内容 

(ⅰ)海外実証 

(ⅰ-1) 実現可能性調査 

(a)バングラデシュ国ダッカ市における廃電子機器等の適正処理・金属再資源化

実証事業 

 廃電子機器からの鉄・非鉄の分離濃縮技術と廃棄物の適正処理推進制度を

導入し、金属資源循環システムをダッカ市で構築するための調査を実施し、

実証事業の実施計画等を明らかにする。 

(b)籾殻焼却灰（シリカ等）の資源循環システムの実証事業 

 シリカを大量に含む焼却灰について、沈降シリカ精製技術の活用、品質規

格制度の構築により、機能性セメントの混和材等への利用による資源循環シ

ステムを確立するための調査を実施し、対象技術の普及性等を明らかにする。 

 

５．２ 平成 29年度(助成)事業内容 

(ⅱ)国内研究実証 

(a)動・静脈プレイヤー間のネットワーク化による高効率リサイクル技術の開発 

 使用済み家電のリサイクルおいて、廃製品の品番読み取りシステムの試作

機試験とプラスチック片の選別条件最適化技術開発等を実施する。 

(b)「動静脈一体車両リサイクルシステム」の実現による省エネ実証事業 

 鉄道車両を構成するアルミ合金の水平リサイクルを目指し、廃アルミ合金

材の供給技術開発や LIBSソーディング技術の選別試験等を実施する。 

(c)情報管理システムを活用したユーザーからの未回収金属（MISSING METALS）

再資源化システムの構築実証事業 

 橋梁の塗料くずから亜鉛、鉛を高効率で回収するシステムの開発を目指し、

製錬工程における塗膜くず等の受入基準の検討及び溶融実証等を実施する。 

(d)IoT 家電の安全回収を見据えたネット通販利用者向け廃家電回収システム

の構築と実証 

 インターネット通販利用者向けの、使用済み大型家電・小型家電の一体型
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ワンストップ回収モデルシステムの構築を目指し、宅配便・引っ越し便等と

連携した物流体制の下、廃家電の回収実証等を実施する。 

 

５．３ 平成 29年度事業規模 

 委託事業 助成事業 

需給勘定 140百万円(継続・追加) 60百万円(継続) 

               事業規模については、変動があり得る 

 

５．４ 実施体制 

別紙のとおり 

 

 

６．事業の実施方式 

本年度は平成 28 年度に採択したテーマを継続するとともに、(ⅰ)海外実証の(ⅰ-1) 実現

可能性調査を対象に新規公募を実施する。 

 

６．１ 公募 

(１)掲載する媒体 

「NEDOホームページ」及び「e-Radポータルサイト」等に掲載する。 

(２)公募開始前の事前周知 

公募開始の 1か月前に NEDOホームページで行う。 

(３)公募時期・公募回数 

平成 29年 3月に 1回行う。 

(４)公募期間 

30日間以上とする。 

(５)公募説明会 

NEDO本部近郊で行う。 

 

６．２ 採択方法 

(１)審査方法 

・ NEDOは、外部有識者の意見を参考にしつつ、客観的な審査基準に基づく公正な選定

を行う。また、NEDOは、必要に応じて、提案者に対しヒアリング等を行う。 

・ 審査は非公開で行い、審査経過に関する問い合わせには応じない。 

・ 公募の詳細は別途公募要領に定める。 

(２)公募締め切りから採択決定までの審査等の期間 

60日間以内とする。 
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(３)採択結果の通知 

採択結果については、NEDO から提案者に通知する。なお、不採択の場合は、その明確な

理由を添えて通知する。 

(４)採択結果の公表 

採択テーマについては、申請者の名称、テーマの名称・概要を公表する。 

 

７. その他重要事項 

(１)評価の方法 

平成 28 年度に採択された(ⅰ)海外実証の(ⅰ-1) 実現可能性調査のテーマについては、

ステージゲート審査を実施し、(ⅰ-2) 海外実証に移行するテーマを選定する。ステージゲ

ート審査の実施時期は各テーマの進捗を踏まえ適切に設定する。 

 

(２)運営・管理 

事業の管理・執行に責任を有する NEDOは、経済産業省と密接な関係を維持しつつ、本事

業の目的及び目標に照らして適切な運営管理を実施する。また、NEDO は、必要に応じて、

NEDO が設置する技術検討委員会等における外部有識者の意見を運営管理に反映させる等を

行う。 

(３)複数年度契約の実施 

実施計画により適当と判断される場合は複数年度契約(または交付決定)にて実施する。 

(４)継続事業に係る取扱いについて 

助成先は前年度と変更はない。 

平成 28年度助成先：三菱電機(株)、ハリタ金属(株)、三井金属鉱業(株)、(株)太洋サー

ビス、リネットジャパン(株) 

 

８. スケジュール 

平成 29年 3月下旬 公募開始 

4月上旬 公募説明会 

4月下旬 公募締切 

5月下旬 契約・助成審査委員会 

6月上旬 採択決定 

 

９. 実施方針の改定履歴 

(１)平成 29年 1月 制定 

(２)平成 29年 3月 プロジェクトマネージャーの修正。 
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(別紙) 実施体制図 

(ⅰ)海外実証 (ⅰ-1) 実現可能性調査 

 (a)バングラデシュ国ダッカ市における廃電子機器等の適正処理・金属再資源化実証事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (b)籾殻焼却灰（シリカ等）の資源循環システムの実証事業 

 

 

  

NEDO 

プロジェクトマネージャー：宮代一利 

(株)リーテム 
[調査内容] 

1) 実証事業の実施計画策定 
2) 対象技術の普及可能性調査 

八千代エンジニアリング(株)  

[調査内容] 

1) 現地の基礎的事項の確認 

委託 

再委託 

NEDO 

プロジェクトマネージャー：村松猛 

(株)フジタ 
[調査内容] 

1) 基礎的事項の確認 
  c)対象技術・システムに係る現地ニーズの特定 

2) 実証事業の実施計画策定 
  a)実証事業実施計画 

  b)協定付属書(ID)の原案の作成、協定関連業務 

3) 対象技術の普及可能性調査 
  a)対象国における対象技術・システムの普及性 

  b)対象国における事業性、経済性、インフラ等の

調査 

4) 対象技術・システムの安全性確認 
  a)現地状況 

  b)対象物の成分調査 

  c)安全性の留意事項の確認と運営面での対策内容

の検討 

  d)対象物及び類似物の安全性基準の国内現況調査 

委託 

(株)三菱総合研究所 
[調査内容] 

1) 基礎的事項の確認 
  a)一般情報 

  b)廃棄物処理・リサイクル情報の把握 

2) 実証事業の実施計画策定 
  a)実証事業実施計画(標準化部分) 

  c)省エネ効果及び環境改善効果 

3) 対象技術の普及可能性調査 
  a)対象国における対象技術・システムの普及性 

  c)当該技術・システム導入における政府他の関連

政策・支援等の調査 

4) 対象技術・システムの安全性確認 
  c)安全性の留意事項の確認と運営面での対策内容

の検討 

  d)対象物及び類似物の安全性基準の国内現況調査 

委託 
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(ⅱ)国内研究実証 

(a)動・静脈プレイヤー間のネットワーク化による高効率リサイクル技術の開発 

 

 
NEDO 

プロジェクトマネージャー：半沢弘毅 

 

三菱電機(株) 

先端技術総合研究所 環境・分析評価技術部 

リビング・デジタルメディア技術部 

［ 実施内容 ］ 

a) 製品情報の読取システムの構築およびデータベースの作成 

b) 製品情報を利用した資源再生化率向上のための取組 

c) 上記開発に対する LCAによる効果検証 

助成率：１／２ 
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(b)「動静脈一体車両リサイクルシステム」の実現による省エネ実証事業 

 

 

 

  

NEDO 
プロジェクトマネージャー：村松猛 

 

日本アルミニウム協会 
 [実施内容] 

アルミ再生材の規格化の検討、車両

リサイクルスキームの認証規格検討 

早稲田大学理工学術院 
 [実施内容] 

車両に関する素材基礎データ収集・
解析 
破砕片の傾向分析 

産業技術総合研究所 

 [実施内容] 

３D位置検知装置・LIBSソータ・仕分

け機構との最適連携検討 

中部大学 工学部 
 [実施内容] 

LIBSレーザ強弱によるスペクトル
強度と試料表面塗膜・メッキの影
響度合いの検証 

委託 

委託 

委託 

委託 

助成率：２／３ 

ハリタ金属(株) 
 [実施内容] 
車両をサンプルに動静脈一体のアルミ水平
リサイクルの実用性を実証する 
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(c)情報管理システムを活用したユーザーからの未回収金属（MISSING METALS）再資源化シ

ステムの構築実証事業 

 

 

 

  

NEDO 
プロジェクトマネージャー：村松猛 

 

三井金属鉱業（株） 

[実施内容] 

資源循環システムの全体設計 

三菱 UFJ リサーチ＆ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

（株） 

[実施内容] 

フロー推計及び環境負荷低減効果分析 

（公財）日本生産性本部 

[実施内容] 

資源効率やリサイクル効率の向上に向け

た分析 

（株）太洋サービス 

[実施内容] 

塗膜くずの回収・分析・選別・運搬を効率化させる

ための技術等開発 

委託 

委託 

エコメビウス（株） 

[実施内容] 

・塗膜くずの封入容器開発及び輸送手法

の開発 

・事業化及びネットワーク化に向けた戦

略の検討 

富士通･ラボ･環境センター（株） 

[実施内容] 

・塗膜くず等の成分分析 

・塗膜くずの簡易スクリーニング分析及

びソフトウェア開発 

・集荷・選別の追跡実証 

 

 

 

委託 

委託 

助成率：１／２ 助成率：２／３ 



11 

 

(d)IoT家電の安全回収を見据えたネット通販利用者向け廃家電回収システムの構築と実証 

 

 

 

 

NEDO 
プロジェクトマネージャー：村松猛 

 

リネットジャパン(株) 

［実施内容］ 

① 消費者へのサービス提供および、その開発 
② サービス運用管理 
③ 利用者への調査業務 
④ 効果的な普及啓発調査 

東京大学 

［実施内容］ 

① 既存回収ルートに関する調査・分析 

② LCAによる新規回収システムの評価 

助成率：２／３ 

委託 


